
令和６年度円山小学校学力・学習状況調査結果の分析 

                                     R６.１０ 

１．学習状況調査結果 

 児童質問紙                        （肯定的な回答をした児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「良好」 であること 

○対話的な学びを通して、考えを深めたり、広げたりしている児童が多い。 

 ・「自分と違う意見について考えるのは楽しい。」         （円山小 ８９．２％  県 ８０.３％  全国 ７５.８％） 

・「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることがで

きている。」                                     （円山小 ９１.９％  県 ９０％    全国 ８６.３％） 

 

○ICT機器を活用して学習を進めることができる児童が多い。 

 ・「５年生までの学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用して、分からないことがあったときに、すぐ調べ

ることができている。」                             （円山小 ９６％    県 ９５.３％  全国 ９２.１％） 

・「５年生までの学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用して、楽しみながら学習を進めることができてい

る。」                                           （円山小 ９１.９％  県 ９０.２％  全国 ８６％） 

・「５年生までの学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用して自分の考えや意見を分かりやすく伝える

ことができている。」                              （円山小 ８６.４％  県 ８６.９％  全国 ７９.２％） 

 

○地域とつながり、行事に参加している児童が多い。 

 ・「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。」 （円山小 ８９.１％    県 ８５.９％   全国 ８３.５％） 

 

「課題」 であること 

●課題の解決のために工夫して学習に取り組んだり、自分の考えを他者に伝わるように工夫して発表したりする

ことが少ない。 

・「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか。」         

（円山小 ８１.１％  県 ８５.８％   全国 ８０.７％） 

・「５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫して発表していましたか。」    （円山小 ６３.５％  県 ６７.１％   全国 ６７.６％） 

「今後取り入れていくとよいこと」 

・児童自身で課題を設定し、取り組む機会を増やしていく。 

・語彙力や文章力を高めるために読書や音読の時間を大切にする。また、自分の考えを分かりや

すく表現する力をつけるために話し合いや伝え合いの時間をしっかり設けるようにする。 



２．学力調査結果 

国語 

  平均正答率・・・円山小学校 ７７％、 県平均 ７１％、 全国平均 ６７．７％ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「良好」 であること 

 

○情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが

できる。 

・【高山さんのメモ】の書き表し方を説明したものとして、適切なものを選択する２一（2） 

（円山小 90.3％、県 89.7％、全国 86.9％） 

○人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができる。 

・【物語】を読んで、心に残ったところとその理由をまとめて書く３三 

（円山小 90.3％、県 79.9％、全国 72.6％） 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くことができる。 

・【原さんの読書の記録】の空欄に入る内容として適切なものを選択する３四 

（円山小 86.1％、県 79.7％、全国 74.6％） 

 

 

「課題」 であること 

●話し言葉と書き言葉の違いに気付いていない。 

「知識及び技能」オンラインで交流する場面において、和田さんが話し方を変えた理由として適切

なものを選択する１二（１） 

 （円山小 73.6％、県 77.9％、全国 75.9％） 

 

【問題】和田さんは、村木さんの発言④を受けて、発言③の話し方を発言⑤のように変えました。和

田さんが話し方を変えた理由として最も適切なものを選びなさい。 

 

 

  １ 言葉の順序に気をつけて短い文で話したほうがよいことに気づいたから。 

  ２ 相手に応じて敬語を使ったほうがよいことに気づいたから。 

  ３ まちがった情報をすぐに直したほうがよいことに気づいたから。 

  ４ 同じ音で異なる意味をもつ言葉を使わないほうがよいことに気づいたから。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後取り入れていくとよいこと＞   

 ・話し言葉と書き言葉のちがいをおさえる。 

●資料などを活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫し

ているかを捉えられていない。 

「話すこと・聞くこと」オンラインで交流する場面における和田さんの話し方の工夫として適切な

ものを選択する１二(2)            （円山小 58.3％、県 57.5％、全国 52.9％） 

 

【問題】和田さんは発言⑥を受けて、発言⑦のように話しました。和田さんの話し方のくふうとして

適切なものを選びなさい。 

 

  １ 相手が興味をもっていることに気づき、相手の言葉を引用して話した。 

  ２ 相手が興味をもっていることに気づき、用意していた実物を示しながら話した。 

  ３ 相手が興味をもっていないことに気づき、言葉の意味を説明しながら話した。 

  ４ 相手が興味をもっていないことに気づき、自分の体験を加えて話した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原因  

・実際に話す場面で、聞き手のうなずきや表情などに注意しながら、聞き手の状況に応じて表

現の工夫を考える活動が十分に行われていない。 

   ・聞き手の興味・関心や聞き手がもつ情報量を予想し、どのような資料を用意すればよいか考

える活動や聞き手の反応を確かめながらやりとりの練習をする活動が十分に行われていな

い。 

 

＜今後取り入れていくとよいこと＞    

・表現の学習を充実させる。 

表現は、発表やスピーチの本番の場面だけではない。表現を練習する場面やよりよくなるために

準備し試行錯誤する場面も「表現」となる。表現で重要なことは、「相手意識」「目的意識」であ

る。 

 

 

 相手が理解しやすい内容や情報量だと、聞き手も「もっと知りたい」「もっと聞きたい」という思いになり、そ

れが、表情に出たり、質問になったりする。そこで話し手は「即興的」な力が求められる。「相手に応じるため」

「即興的」を両輪で活用することが「表現」の力を付けていくことにつながる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●条件に合わせて文章を書けていない。 

「書くこと」【高山さんの文章】の空欄に入る内容を、【高山さんの取材メモ】を基にして書く２二         

（円山小 69.4％、県 61.0％、全国 56.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後取り入れていくとよいこと＞  

 目的や意図に応じて、事実と感想や意見とを区別して書くなどして、書き表し方を工夫することができる

よう指導をする。 

 書くことへの抵抗感を軽減するために、児童の「書きたい」と思う課題で書く活動を多く取り入れる。テー

マや構成を考える段階で対話する場面を設けるなど、協働で取り組む活動を取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



算数 

   平均正答率・・・円山小学校 ７４％、 県平均 ６７％、 全国平均  ６３．４％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「良好」 であること 

◇１６問中、すべての問題が国の正解率を上回っている。また１６問中１４問、県の正解率を上

回っている。 

◇すべての領域で県の正答率を上回っており、特に「Ａ 数と計算」「Ｃ 変化と関係」「Ｄ データ  

 の活用」では、７ポイント以上、上回っている。 

 

領域「数と計算」「数と式」において、基本的な計算などは身に付いている。 

１(２) 数量の関係を、□を用いた式に表すことができるかどうかをみる問題 

はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚としたときの、問題場面を表す式を選ぶ。 

(円山小 97.2％、県 89.8％、全国 88.5％） 

４(1) 除数が小数である場合の除法の計算をすることができるかみる問題 

540÷0.6を計算する 

              (円山小 90.3％、県 78.4％、全国 70.1％） 

 

                        

 

「今後取り入れていくとよいこと」 

☆除法の学習において、「なぜその式･計算方法･結果になるのか」の理解を大切にする。 

○関係図や線分図を使用し、数量関係を視覚的に捉えさせる指導を充実させる。 

○児童自身が除数(わる数)と商の数量関係の性質に気付き、まとめていく活動を大切にする。 

また乗法の時との共通点や違いを確認することで、より深い理解につながる。 

 

    

 

 

わる数が整数、分数、小数

のときの   

共通点は？違いは？ 

かけ算とわり算の 

共通点は？ 

違いは？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「課題」 であること 

① 領域「図形」 図形の構成要素を正しく見つけ出すことに課題がある。 

３（２）円柱の展開図について、側面の長方形の横の長さが最適なものを選ぶ 

（円山小 73.6％、県 74.6％、全国 71.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤解：②（１８％）・・・円周の長さを直径の長さの２倍であると誤って捉えている。 

 

３(3) 直径 22cmのボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く 

（円山小 41.7％、県 38.9％、全国 36.5％） 

 

    22×22×22 と解答 

    球の直径の長さ＝立方体の一辺 

        立方体の体積＝１辺×1辺×1辺 

 

    誤解 

    22×22と解答（11.1％） 

一つの面の面積を求めている。 

 

    3.14を用いた式を解答（20.8％） 

    円や球の立式問題はすべて 3.14が 

    でてくると覚えている。 

 

   

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正しい結論や考えをもつことはできるが、正しい説明として表現すること 

と記述式の無回答が多いことに課題   

5（3）折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用いて記述で

きるかどうかをみる             （円山小 63.9％、県 48.2％、全国 44.0％） 

無回答（円山小  4.2％、県 8.9％、全国 12.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤解      違いが最も大きい年代が 2000年代であることは記述できているが、2000年代の３月の回数と４月

の回数の違いが６回であることは記述できていない 

 

「今後取り入れていくとよいこと」 

① 円柱の展開図をかく場面において、底面となる円の 

直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係しっかりおさえることが大切！ 

 

② 言葉の意味や状況を理解できるように、具体物やデジタルコンテンツを活用した 

数学的活動を充実させ、様々な経験をさせる。 

「ぴったり入る」「ぴったり重なる」などの言葉から、正確な状況をイメージし、理解する活動を充実

させる。また、その過程で「ぴったり」なときは等しい長さや角度があることにも気付かせることも

大切！ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「今後取り入れていくとよいこと」 

★自分の考えを伝える活動を多く取り入れる。 

 



 


